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1. はじめに 

1.1. 目的 

本書は、「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」の「ロボット知能ソフトウェア再利用性向上技術の開

発」における、来訪者受付システムの関する受付端末の動作、機能、性能、機器構成、外部環境等の規定、

規格を明記した文書である。 

 

1.2. 本書での書式 

本文書で使用している記号・書式の目的を下表に示す。 

 

表.書式一覧 

 
 

1.3. 用語の定義、略語 

表.用語の定義、略語一覧 

 
 

1.4. 参考資料 

本書を作成するにあたり参照した文書・資料を下表に示す。 

 

表.参考資料一覧 

 
 

 



 

2. 概要 
センター入り口付近に設置され、来訪者の検知、初期応対を行う。 

2.1. 動作規定 

� 通常状態では、来訪者検知可能状態となっており、来訪者の検知を行うこととする。 

� 来訪者ありと判断された際は、「サービス 応対 要件」に記載されている条件で挨拶を行う事とする。 

2.2. システム概要 

2.2.1. ハードウェア構成 

本システムのハードウェア構成について以下に記す。 

 

図.ハードウェア構成図 

 
 



 

2.2.2. ハードウェア仕様 

 本システムのハードウェア 使用した機器の仕様などについて以下に記す。 

 

 【受付端末】 

  ① デスクトップ PC 

      
 

  ② タッチパネルディスプレイ 

      
 

  ③ ネットワークカメラ 

      
 

  ④ USB オーディオ変換アダプター 

      
 

  ⑤ マイク 

      
 

  ⑥ スピーカー 

      
 

 



 

3. 状態 

3.1. 対応サービス 

表.対応サービス一覧 

 

3.2. イベント （RS002で見直し） 

表.イベント一覧 

 

3.3. ステータス （RS002で見直し） 

図.ステータス遷移図 

 
 

表.ステータス一覧 

 
 

 



 

4. 機能・動作 

4.1. 共通機能 

4.1.1. タッチパネル入力機能 

� 情報入力方法として、受付端末画面上からのタッチパネルにて入力を行うことする。 

4.1.2. 音声発話機能 

� 音声合成を行い、指定された文字列の読みあげを行う。 

� 本機能を使用して、応答サービスにて行う音声案内を行う。発話内容については、各機能を参照。 

4.1.3. 音声認識機能 

� 音声を入力しテキストを出力する 

� 指定された語彙に対して認識を行う 

� 後にユーザに訂正してもらうための複数の認識候補を出力する 

4.2. 起動・終了・エラー通知 

起動・終了・エラー通知については、制御端末タイミングに依存し、制御自体も制御端末に依存する。 

4.3. 受付 



 

4.3.1. 画面遷移 

図.画面遷移図 

 
 

4.3.2. 受付来訪者検知機能 

来訪者を検知して受付までの案内を行う。 

 

1.待機状態 

  待機状態として、下記 待受画面の状態とする。 

 

図.待受画面 

    
 



 

2.入力案内 

  人感センサーから最大 5m 以内に人を検知した場合、待受画面から案内開始画面へ移行し音声にて 

下記の音声案内を流す。 

案内開始画面開始から 30 秒以内にタッチパネルへの入力があった場合は、目的入力画面へ移行。 

ない場合は、待受画面へ遷移する事とする。 

 

図.案内画面 

    
 

表.受付挨拶一覧 

    



 

4.3.3. 受付情報収集機能 

この画面にて、来訪者の情報収集を行う。 

収集後、収集情報と訪問日時、訪問画像を制御端末へ通知を行う。 

また、5 分間入力が無い場合は、待機状態へ遷移する事とする。 

 

1.目的入力 

  案内画面にて画面タッチ後、来訪者も目的入力してもらう為、この画面を表示する。 

 

図．目的入力画面 

     
 

音声にて「来社の目的をタッチしてください。」の案内を行い、入力を促す。 

来訪者が「打ち合わせ」をタッチした際は、来訪者情報入力画面の会社名入力へ移行を行う。 

来訪者が「配達」「清掃」をタッチした際は、下記の設定情報を設定し制御端末へ来訪者確認要求を行い、

問い合わせ中画面へ移行する。 

 

配達、清掃 時の制御端末への送信情報 

目的        ：「配達」or「清掃」タッチされた値。 

来訪者会社名 ：なし 

来訪者氏名   ：なし 

担当者名    ：訪問先担当者名。 

訪問日時    ：訪問検知が終了した時刻。 

 



 

2.会社名入力画面 

  目的データ入力後、音声もしくはタッチパネルより「会社名」を入力してもらうための説明と 

  入力画面として、この画面の表示を行う。 

 

図．会社名入力画面（イメージ） 

     
 

会社名入力項目を入力有効にし、カーソルを表示し、ハイライト点滅を行うとともに 

音声にて「会社名を音声または、タッチパネルにて入力願います。」の案内を行い入力を促す。 

音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行する。 

この状態で、タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を行う。 

来訪者からの音声入力が完了（短い無音を検出）した場合、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示

を消灯し会社名候補選択画面へ移行を行う。 

 

3.会社名候補選択画面 

  会社名入力画面にて、音声データ入力後、結果候補を選択するためにこの画面の表示を行う。 

 

図．会社名候補選択画面（イメージ） 

     
 

音声認識の結果リスト表示を行い 

音声にて「会社名の候補を、音声にて０～Ｘの番号でお答えして頂くか、タッチパネルにて選択願いま 

す。」の案内を行い入力を促す。（Ｘは、候補 の最大数） 

音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行する。 

 

音声入力にて０～Ｘ以外の音声が入力された場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に移行し 

音声にて「良く聞き取れませんでした、再度 回答をお願い致します」の案内を行い、再入力を促す。 



 

音声入力、もしくは、タッチ入力にて 

「０.該当なし」以外の候補が選択された場合 

 

選択された結果を会社名項目に表示を行い、氏名入力画面へ移行を行う。 

    

「０.該当なし」が選択された場合 

    

音声にて以下の案内を行い入力を促すととも音声入力待ち状態へ移行。 

 

       案内文 

         「音声にて再入力を行う場合は、再入力ボタンを押すか「ハイ」と音声にて回答を 

          画面にて再入力を行う場合は、タッチパネルにて再入力をお願い致します。」 

    

「ハイ」との音声入力か、再入力ボタンをタッチされた場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に

移行。 タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を行う。 

 

音声認識結果リスト表示について 

       音声認識結果リストとして、優先順位順に最大５候補を表示を可能とし、リスト最後尾に「0.該当なし」

を追加する。 候補が 1 つも無い場合は、「0.該当なし」のみをリストに表示する。 

 

 

4.タッチキーボード入力画面 

  各入力画面にて、タッチキーボードエリアをタッチされた場合、タッチパネルにてデータを入力するため、    

この画面の表示を行う。 

 

図．タッチキーボード入力画面（イメージ） 

     
 

各項目の入力画面(状態)にて、タッチキーボードエリアをタッチされた場合、タッチキーボードを有効と

してステータスエリアの「音声認識 開始」消灯し入力開始状態へ移行する。 

タッチキーボードは、カタカナとアルファベット表示を行い、音表示部分をタッチでその入力値を値表示

部へ表示。 確定ボタンをタッチすることで入力データを確定。タッチキーボードを無効とし、次の入力

項目の画面へ移行を行う。 

 

※入力データの訂正は、「訂正」ボタンにて行うものとし、動作としては Backspace と同様とする。 

 



 

5.氏名入力画面 

会社名データ入力後、音声もしくはタッチパネルより「氏名」を入力してもらうための説明と 

入力画面として、この画面の表示を行う。 

 

 図．氏名入力画面（イメージ） 

      
 

    氏名入力項目を入力有効にし、カーソルを表示し、ハイライト点滅を行うとともに 

音声にて「お名前を音声または、タッチパネルにて入力願います。」の案内を行い入力を促す。 

音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行す

る。この状態で、タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を

行う。来訪者からの音声入力が完了（短い無音を検出）した場合、ステータスエリアに「音声認識 開

始」表示を消灯し氏名候補選択画面へ移行を行う。 

 

6.氏名候補選択画面 

   氏名入力画面にて、音声データ入力後、結果候補を選択するためにこの画面の表示を行う。 

 

    図．氏名候補選択画面（イメージ） 

         
 

音声認識の結果リスト表示を行い 

音声にて「お名前の候補を、音声にて０～Ｘの番号でお答えして頂くか、タッチパネルにて選択願いま

す。」の案内を行い入力を促す。（Ｘは、候補の最大数） 

音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行する。 

 

音声入力にて０～Ｘ以外の音声が入力された場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に移行し 

音声にて「良く聞き取れませんでした、再度 回答をお願い致します」の案内を行い、再入力を促す。 



 

 

音声入力、もしくは、タッチ入力にて 

「０.該当なし」以外の候補が選択された場合 

 

選択された結果を会社名項目に表示を行い、担当者入力画面へ移行を行う。 

    

「０.該当なし」が選択された場合 

    

音声にて以下の案内を行い入力を促すととも音声入力待ち状態へ移行。 

 

        案内文 

          「音声にて再入力を行う場合は、再入力ボタンを押すか「ハイ」と回答を、 

           画面にて再入力を行う場合は、タッチパネルにて再入力をお願い致します。」 

    

「ハイ」との音声入力か、再入力ボタンをタッチされた場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に

移行。タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を行う。 

 

音声認識結果リスト表示について 

 

音声認識結果リストとして、優先順位順に最大５候補を表示を可能とし、リスト最後尾に「0.該当なし」

を追加する。候補が 1 つも無い場合は、「0.該当なし」のみをリストに表示する。 

 

7.担当者入力画面 

   氏名データ入力後、音声もしくはタッチパネルより「担当」を入力してもらうための説明と 

   入力画面として、この画面の表示を行う。 

 

図．担当者入力画面（イメージ） 

     
   

担当者入力項目を入力有効にし、カーソルを表示し、ハイライト点滅を行うとともに 

音声にて「訪問先担当者名を音声または、タッチパネルにて入力願います。」の案内を行い入力を促

す。音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行する。 

この状態で、タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を行う。 

来訪者からの音声入力が完了（短い無音を検出）した場合、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示

を消灯し担当者候補選択画面へ移行を行う。 

 



 

8.担当者候補選択画面 

  担当者入力画面にて、音声データ入力後、結果候補を選択するためにこの画面の表示を行う。 

 

   図．担当者候補選択画面（イメージ） 

        
   

音声認識の結果リスト表示を行い 

音声にて「担当者の候補を、音声にて０～Ｘの番号でお答えして頂くか、タッチパネルにて選択願いま

す。」の案内を行い入力を促す。（Ｘは、候補の最大数） 

音声入力とタッチパネル入力の両方の入力を可能とし、標準入力を音声入力とする。 

音声案内終了後、ステータスエリアに「音声認識 開始」表示を行い、音声入力待ちの状態に移行する。 

 

音声入力にて０～Ｘ以外の音声が入力された場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に移行し 

音声にて「良く聞き取れませんでした、再度 回答をお願い致します」の案内を行い、再入力を促す。 

 

音声入力、もしくは、タッチ入力にて 

「０.該当なし」以外の候補が選択された場合 

 

選択された結果を会社名項目に表示を行い、結果表示画面へ移行を行う。 

    

「０.該当なし」が選択された場合 

    

音声にて以下の案内を行い入力を促すととも音声入力待ち状態へ移行。 

 

         案内文 

            「音声にて再入力を行う場合は、再入力ボタンを押すか「ハイ」と回答を 

             画面にて再入力を行う場合は、タッチパネルにて再入力をお願い致します。」 

    

「ハイ」との音声入力か、再入力ボタンをタッチされた場合は、入力値を無効とし、音声入力待ち状態に

移行。タッチキーボードエリアをタッチされた場合は、タッチキーボード入力画面へ移行を行う。 

 

音声認識結果リスト表示について 

    

音声認識結果リストとして、優先順位順に最大５候補を表示を可能とし、リスト最後尾に「0.該当な

し」を追加する。候補が 1 つも無い場合は、「0.該当なし」のみをリストに表示する。 

 



 

9.結果表示画面 

  データ入力後、結果表示と内容確認、その修正を行うため、この画面を表示する。 

 

図．結果表示画面 

        
   

入力された結果を表示。 

音声にて「入力内容のご確認をお願い致します、合っていましたら完了ボタンをタッチ願います。」の案

内を行い入力を促す。 

完了ボタンタッチ後、制御端末へ来訪者確認要求（設定された情報を送信）を行い、問い合わせ中画

面へ移行する。 

 

制御端末への送信情報 

目的       ：訪問目的。 

来訪者会社名 ：来訪者 会社名。 

来訪者氏名  ：来訪者 氏名。 

担当者名    ：訪問先担当者名。 

訪問日時    ：訪問検知が終了した時刻。 

 

10.問い合わせ中画面 

   制御端末から来訪者確認要求の結果が来るまでの間、この表示を行うこと。 

 

図．問い合わせ画面 

         
 



 

4.3.4. 受付結果案内機能 

制御端末からの来訪者確認結果通知イベントを受けた場合、本画面に切り替わること。 

 

結果表示画面 

   
 

制御端末から送られてくる来訪者確認要求の指示結果の値により以下の表示を行うと共に、音声にて案内

を行う。音声案内終了、30 秒後に待機状態へ移行すること。 

 

表.受付結果一覧 

 
 

 



 

5. その他 

5.1. 音声認識データ 

表.音声認識データ・会社名一覧 

 
 

 

 



 

表.音声認識データ・担当者一覧 

 

5.2. 延期要求 

 ・遅延要求※１ 

   「（遅延要求※１）」として記載している仕様については 

   RS002 として未実装の状態であり、RS004 で仕様から見直しを行うものとする。 

5.3. その他の要件 

 特になし。 

5.4. 特記事項 

本書をご利用される場合には、 以下の記載事項・条件にご同意いただいたものとします。 

 

� 本書は独立行政法人 新エネルギー･産業技術総合開発機構の「次世代ロボット知能化技術開発プロ

ジェクト」内実施者向けに評価を目的として提供するものであり、商用利用など他の目的で使用すること

を禁じます。 

� 本書に情報を掲載する際には万全を期していますが、それらの情報の正確性またはお客様にとっての

有用性等については一切保証いたしません。 

� 利用者が本書を利用することにより生じたいかなる損害についても一切責任を負いません。 

� 本書の変更、削除等は、原則として利用者への予告なしに行います。また、止むを得ない事由により公

開を中断あるいは中止させていただくことがあります。 

� 本書の情報の変更、削除、公開の中断、中止により、利用者に生じたいかなる損害についても一切責任

を負いません。 

 

【連絡先】 

  RTC 再利用技術研究センター 

  〒101-0021 東京都千代田区外神田 1-18-13 秋葉原ダイビル 1303 号室 

  Tel/Fax：03-3256-6353 E-Mail：contact@rtc-center.jp 
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